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研究内容及び成果の概要  

本研究は、北海道教育大学附属特別支援学校におけるセンター的機能の一つとして、北海道内の現職教員

のための臨床研修会を4日間に渡って開催し、その在り方について研究を進めるものである。本プロジェクト

では、附属教員によるモデル授業を基に、行動観察チェックリストを用いて、児童生徒の実態把握及びそれ

に基づく授業の展開を実際に試行し、適切な指導の在り方について研修を深めた。臨床研修会の準備に当た

っては、附属のスタッフが全員で、行動観察チェックリストの作成やプレ授業等を行い、臨床研修に耐えう

る資料を作成し、これらの資料を用いて、公募で集まった研修生が児童生徒の実態評価・指導計画の作成・

実施、評価を行い、研修を進めた。 

本研究では、現職教員の研修として、臨床を通した実践的研修の有用性が示された。具体的には、研修会

に参加した他校の教員のほとんどが、本臨床研修会が有益であったことを事後アンケートで述べている。ま

た、こうした臨床研修会が自分たちの職場の近くで実施されることを望む教員も多いことが示された。さら

に、本研修で用いた行動観察チェックリストに基づく児童・生徒理解の方法は、子ども理解の方法として有

効であるとともに、実際の指導を検討する際に具体的な評価基準として有効であることが示された。 

しかしながら、本研修会を進めるにあたっては、児童生徒の行動観察チェックリストの作成やそれに基づ

くプレ授業等、附属スタッフの事前準備もかなりの労力を要していていることから、もう少し簡便で、汎用

性の高いチェックリストを作成する必要も明らかとなった。その意味では、行動問題チェックリストとコミ

ュニケーションチェックリストは、一般化された内容となっていることから、今後も活用が十分可能である

ことが示された。本研究を進めた結果、本来、現職教員の研修会の在り方を明らかにすることが目的ではあ

ったが、「臨床研修」の開催という手法は、参加する教員だけではなく、開催する側の教員にとっても、これ

までの附属の教育を見直す良い機会となり、今後もさらに研究を深めていく必要があると考える。 

成果の公表の状況  

【著書】※研究成果の書籍化について現在検討中である。  
 
【学術論文】北海道特別支援教育学会でポスター発表として成果を公表。  
 

教育現場で活用可能な分野・教材等 

行動観察チェックリストは、教育現場で活用可能であり、本チェックリストを参考に自

作のチェックリストを作ることにより、具体的な指導案作成や評価に活用できる。  
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